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現
在
、
路
線
バ
ス
の
料
金
に
対
す

る
補
助
と
し
て
は
高
齢
者
バ
ス
回

数
券
等
購
入
費
助
成
及
び
高
等
学
校
等
通
学

費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
助
成
制

度
の
対
象
外
で
、
路
線
バ
ス
を
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
町
民
の
方
々
に
対
し
て
、
生
活
の

利
便
性
の
向
上
、
定
住
の
促
進
及
び
誰
も
が

住
み
た
く
な
る
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
町
内
に
お
け
る
路

線
バ
ス
の
高
額
な
料
金
に
対
す
る
補
助
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
町
で
は
65
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
回
数

券
の
購
入
金
額
の
35
％
を
助
成
す
る
。
高
齢

者
バ
ス
回
数
券
等
購
入
費
助
成
制
度
、
高
等

学
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
の
い
る
保
護
者

の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
通
学
費
の
一
部
を

補
助
す
る
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
制
度
、

障
が
い
者
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
施
設
に

通
所
す
る
交
通
費
を
助
成
す
る
障
が
い
者
等

問答

町 

長

施
設
通
所
者
交
通
費
扶
助
制
度
な
ど
、
バ
ス

に
限
ら
ず
公
共
交
通
機
関
全
般
の
交
通
費
の

助
成
を
行
っ
て
お
り
、
生
活
の
利
便
性
向
上

や
定
住
化
の
促
進
の
た
め
の
移
動
支
援
策
と

し
て
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

一
般
の
町
民
の
方
々
を
対
象
と
し
た
交
通
費

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

勝
俣 

陽
二 

議
員

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

町 路
線
バ
ス
の
高
額
な
料
金
に
対
す
る

町
の
補
助
を

質
問
者

質　
　
問　
　
内　
　
容

ペ
ー
ジ

勝
俣
　
陽
二
◦
町
内
に
お
け
る
路
線
バ
ス
の
料
金
に
対
す
る
補
助

2

山
田
　
成
宣
◦
足
柄
幹
線
林
道
の
一
般
道
化
を
含
め
た
新
た
な
道
路
整
備
の
必
要
性

３

折
橋
　
尚
道
◦
ふ
る
さ
と
納
税
、
よ
り
選
ば
れ
る
自
治
体
と
な
る
に
は

◦
ふ
る
さ
と
納
税
、
新
た
な
返
礼
品
開
発
に
関
す
る
取
り
組
み

勝
俣
　
泰
彦
◦
迷
惑
防
止
条
例
の
制
定

◦
多
言
語
対
応
窓
口
等
の
設
置

４

鈴
木
　
美
貴
◦
防
災
力
の
強
化

◦
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

◦
健
康
増
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

丸
子
　
英
人
◦
町
長
施
政
方
針

５

山
田
　
和
江
◦
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉
鎖

◦
バ
ス
代
の
負
担
軽
減

◦
雪
害
対
策

３
月
定
例
会
で
は
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
７
人
の
議
員
が
、
13
項
目
に
わ
た
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の
通
り
で
す
。
原
稿
に
つ
い
て

は
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
質

問
内
容
、
回
答
共
に
、
抜
粋
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、各
議
員
の
一
般
質
問
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

一一  
般般  

質質  

問問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

町
の
考
え
方
を
問
う
！

仙石原付近

議会だより　はこね
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山
田 

成
宣 

議
員

新
た
な
道
路
整
備
を
推
進
!!

町 足
柄
幹
線
林
道
の
一
般
道
化
を
含
め
た

新
た
な
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　

町
の
返
礼
品
の
総
数
は
、
寄
付
額

の
多
い
自
治
体
と
比
べ
る
と
数
が

少
な
い
。
今
後
、
ホ
テ
ル
旅
館
が
個
別
に
提

案
す
る
宿
泊
券
や
、
飲
食
店
が
企
画
す
る
新

た
な
返
礼
品
を
掲
載
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
返
礼
品
登
録
に
は
国
の

地
場
産
品
基
準
の
確
認
が
必
要
で
、

特
に
物
品
は
原
材
料
や
製
造
が
町
内
で
完
結

し
て
い
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
ず
、
基
準
強
化

に
よ
り
新
規
開
発
は
困
難
な
状
況
。
10
月
か

ら
は
付
加
価
値
の
過
半
数
が
域
内
で
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
の
証
明
も
義
務
化
さ
れ
、
事
業

者
へ
提
出
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

物
品
よ
り
も
宿
泊
や
体
験
型
返
礼
品
の
充
実

を
図
る
。
宿
泊
券
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活

か
せ
る
現
行
方
式
が
最
適
と
考
え
て
お
り
、

食
事
券
は
体
験
型
と
併
せ
て
追
加
を
進
め
て

い
く
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
今
後
、
自
治
体

間
の
競
争
に
発
展
し
て
い
く
、
強

化
策
と
し
て
民
間
事
業
者
を
含
め
た
専
任

問答

町 

長

問

　
　
　
　

湯
本
駅
前
を
起
点
と
す
る
国
道
１

号
線
の
交
通
渋
滞
は
町
民
生
活
や

観
光
周
遊
、
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
箱
根
の

ブ
ラ
ン
ド
力
に
も
影
響
し
か
ね
な
い
。
交
通

の
集
中
を
分
散
化
す
る
代
替
ル
ー
ト
の
確
保

や
新
設
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
が
必
要
で

あ
る
。
道
路
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
、
令
和
７
年

と
、
直
接
黒
岩
県
知
事
に
国
道
１

号
線
の
交
通
渋
滞
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
県

知
事
に
対
し
新
た
な
バ
イ
パ
ス
や
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
、
足
柄
幹
線
林
道
を
県
道
と
し
て
い

た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
る
。
町
民
の
た
め
、

観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
こ
れ
か
ら
も

県
と
調
整
し
て
い
く
。

　
　
　
　

国
土
交
通
省
や
県
知
事
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
渋
滞
解
決
に

向
け
て
道
路
新
設
を
含
む
働
き
か
け
を
進
め

問答

町 

長

問

チ
ー
ム
を
組
織
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
を
一
括
管
理
し
て

い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

を
活
用
し
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

専
任
チ
ー
ム
の
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
設
置
に
向

け
た
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　

中
間
業
者
選
定
に

は
入
札
や
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
を
す
べ
き

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月

以
降
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
制
度
変
更
に
よ
り
、

中
間
事
業
者
の
委
託
料
な
ど

の
見
直
し
が
必
須
と
な
る
の

で
、
選
定
方
法
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

答

町 

長

問答

財
務
課
長

る
の
で
、
町
長
も
そ
れ
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
解
決
に
向
け
神
奈
川
県
、

小
田
原
警
察
署
、
箱
根
町
が
一
丸

と
な
っ
て
諸
問
題
に
強
く
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　

降
雪
時
、
ス
タ
ッ
ク
し
た
車
に
よ

り
大
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
た
。
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し

て
い
な
い
車
を
箱
根
に
入
れ
な
い
検
問
所
の

設
置
も
県
に
対
し
要
請
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
検
問
所
を
設
け
、
少
な

く
と
も
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型
車
だ

け
で
も
通
行
さ

せ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
関
係

機
関
に
要
望
し

て
い
く
。

答

町 

長

問答

町 

長

折
橋 

尚
道 

議
員

寄
付
額
も
年
々
増
え
て
い
る
の
で
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

町 ふ
る
さ
と
納
税
、
よ
り
選
ば
れ
る

自
治
体
と
な
る
た
め
の
改
革
を

議会だより　はこね
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鈴
木 

美
貴 

議
員

令
和
６
年
度
日
本
で
世
界
大
会
開
催
で
話
題
性
が
あ
っ
た
た
め

町 新
た
に
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
推
進
し
た

経
緯
は
？

勝
俣 

泰
彦 

議
員

既
存
条
例
等
の
活
用
・
施
策
の
運
用
徹
底
、
関
係
機
関
と
連
携
し

悪
質
な
事
例
に
は
厳
正
に
対
処
す
る

町 迷
惑
防
止
条
例
の
制
定

　
　
　
　

新
た
に
開
催
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
内
容
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
町
民
の
健
康

増
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
た
多
世
代
間
交
流
の
目
的
で
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
３
つ
の
町
主
催
大
会
を
開
催
し
て

い
る
。
令
和
６
年
度
か
ら
生
涯
学
習
課
で
推

奨
し
て
い
る
「
モ
ル
ッ
ク
」
に
関
す
る
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　
　

気
軽
に
楽
し
め
る
も
の
と
し
て

「
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
」
が
最
近
話

題
と
な
っ
て
い
る
。
当
町
で
も
愛
好
家
が
団

体
を
立
ち
上
げ
、
東
急
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の

中
に
も
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の
導
入

が
広
が
っ
て
お
り
、
当
町
の
関
連
施
設
に
も

導
入
さ
れ
る
と
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
の
普
及

促
進
に
繋
が
る
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
小

田
原
市
で
も
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
の
大
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
星
槎
レ
イ
ク
ア

リ
ー
ナ
箱
根
」
に
大
会
を
誘
致
し
、
総
合
体

問答

町 

長

問

　
　
　
　

民
泊
の
増
加
に
よ
り
、騒
音
問
題
・

ご
み
出
し
ル
ー
ル
違
反
等
複
数
の

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
民
泊
の
現
状
認

識
と
苦
情
内
容
等
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健

福
祉
事
務
所
へ
の
民
泊
の
届
け
出

件
数
は
令
和
７
年
12
月
現
在
、
全
体
で
72
件

で
あ
る
。
内
訳
は
湯
本
地
域
５
件
・
温
泉
地

域
２
件
・
宮
城
野
地
域
９
件
・
仙
石
原
地
域

46
件
・
箱
根
地
域
10
件
。
苦
情
内
容
等
は
令

和
元
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
が
19
件
で
、
主

な
内
容
は
騒
音
・
ご
み
出
し
や
管
理
者
不
在

等
の
苦
情
で
あ
り
、
事
業
者
及
び
管
理
者
に

指
導
や
資
料
提
出
を
求
め
、
改
善
確
認
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

条
例
制
定
の
必
要
性
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
外
国
人
観
光
客
の
増
加

や
、
民
泊
の
普
及
に
伴
い
、
静
穏

な
生
活
環
境
の
維
持
や
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル

の
遵
守
等
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と

問答

町 

長

問答

町 

長

育
館
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
推
奨
に
向
け
た
考
え
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
ニ
ュ 

ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
幅
広

い
年
齢
層
が
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
多
世
代

間
の
交
流
が
図
ら
れ
る
と
い
っ
た
視
点
で
導

入
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ピ
ッ
ク
ル

ボ
ー
ル
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、

ほ
か
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

答

生
涯
学
習
課
長

は
重
要
視
し
て
お
り
、
町
民
が
平
穏
に
暮
ら

せ
る
環
境
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ご
み
出
し
ル
ー
ル
違

反
は
「
箱
根
町
廃
棄
物
減
量
化
・
資
源
化
及

び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

違
反
者
に
対
す
る
指
導
の
根
拠
は
有
し
て
お

り
、
騒
音
等
の
問
題
も
「
箱
根
町
環
境
基
本

条
例
」
他
に
よ
り
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
民
泊
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
町

作
成
の
「
民
泊
の
手
引
き
」
で
周
知
徹
底
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
条
例
等
に

よ
り
規
制
や
指
導
を
行
う
枠
組
み
が
整
備
済

み
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
現
行
規

制
の
周
知
・
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

ピックルボールのパドルとボール

モルック

議会だより　はこね
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丸
子 

英
人 

議
員

必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
く

町 公
共
交
通
の
課
題
と
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る

町
職
員
の
労
働
環
境
改
善
に
つ
い
て

山
田 

和
江 

議
員

真
摯
に
受
け
止
め
事
業
者
の
誘
致
を
あ
き
ら
め
て
は
い
な
い

町 ス
タ
ン
ド
閉
鎖
が
全
国
に
発
信
さ
れ
た
、

ど
う
受
け
止
め
た
の
か

　
　
　
　

宮
ノ
下
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も

い
よ
い
よ
３
月
31
日
で
閉
鎖
に
な

る
こ
と
で
住
民
の
不
安
も
高
ま
っ
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
全
国
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
閉
鎖
が
発
信
さ
れ
た
が
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。
ま
た
、
消
防
車

両
に
つ
い
て
は
残
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
ま

め
に
給
油
し
て
ス
タ
ン
ド
閉
鎖
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
と
の
こ
と
だ
が
災
害
発
生

時
に
も
そ
れ
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
箱
根
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ

―
で
あ
る
と
真
摯
に
受
け
止
め
、

将
来
に
渡
り
燃
料
の
安
定
供
給
の
確
保
を
検

討
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
私
自
身
事
業
者
の

誘
致
を
あ
き
ら
め
て
は
い
な
い
の
で
、
関
係

者
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
消
防
車
両

に
つ
い
て
は
消
防
署
や
消
防
団
に
携
行
缶
で

予
備
燃
料
を
備
蓄
し
災
害
発
生
時
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
に
万
全
の
体
制
を
整
え
て

い
る
。

問答

町 

長

　
　
　
　

公
共
交
通
の
利
便
性
低
下
は
住
民

に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
が
、
交
通

事
業
者
も
ま
た
バ
ス
運
転
士
不
足
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
課
題
に
対
す
る
町

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
下
郡
３
町
と
小
田
原
市

及
び
各
交
通
事
業
者
が
運
転
士
募

集
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
事
業
者
と

共
に
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
労
務
軽
減
に

有
効
で
国
レ
ベ
ル
で
は
活
用
が
進

む
中
、
町
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

よ
り
、
利
便
性
の
向
上
と
行
政
運

営
の
効
率
化
が
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

つ
い
て
は
ス
マ
ホ
の
使
い
方
教
室
等
を
進
め
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
活
用
に
繋
げ
て
い
く
。

問答

町 

長

問答

町 

長

　
　
　
　

バ
ス
代
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

中
学
生
の
料
金
を
子
ど
も
料
金
に

す
る
よ
う
に
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
、
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
拡
充
し
て「
敬
老
パ
ス
」

制
度
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
道
営
業
法
を
順
守
し
、

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
敬
老
パ

ス
の
導
入
も
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

雪
害
対
策
に
つ
い
て
、
検
問
所
を

設
け
て
雪
道
仕
様
の
車
だ
け
通
行

さ
せ
る
こ
と
、
湯
本
大
橋
付
近
に
道
路
情
報

板
を
設
置
す
る
こ

と
、
バ
ス
が
止
ま 

っ
た
際
の
観
光
客

対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
機

関
に
要
望
、
打
診

を
し
て
み
た
い
。

問答

町 

長

問答

町 

長

　
　
　
　

熱
中
症
対
策
や
職
場
の
設
備
に
つ

い
て
の
課
題
等
、
町
職
員
の
働
く

環
境
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
度
々
確
認
し
て

き
た
が
、
町
長
施
政
方
針
で
は
ほ
ぼ
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
改
め
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
副
町
長
を
安
全
衛
生
管

理
者
と
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、

安
全
衛
生
計
画
の
策
定
と
実
施
を
進
め
て
い

る
。
施
設
面
で
は
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」と「
個
別
施
設
計
画
」を
策
定
し「
第

２
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
」
と
併
せ
て

計
画
的
に
改
修

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
が
、

緊
急
性
の
高
い

場
合
は
補
正
予

算
等
で
対
応
し

て
い
く
。

問答

町 
長

閉
鎖
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

議会だより　はこね
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議案第1号　物価高対応子育て応援手当関連経費 1,659万6千円
専決処分（１件）� 承認

議案第3号 衆議院議員選挙関連経費  1,264万6千円
専決処分（１件）� 承認

議案第2号 令和7年度箱根町一般会計補正予算（第5号)
　　　　　　物価高騰対策定額給付金給付事業（町民１人5,000円を配付した事業） 5,879万2千円

補正予算（１件）� 可決

議案第4号 箱根町職員の旅費に関する条例の制定
議案第5号 �箱根町職員の給与に関する条例及び箱根町非常勤職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定
議案第6号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
議案第7号 箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定
議案第8号 �箱根町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び箱根町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定
議案第9号 箱根町介護保険条例の一部を改正する条例の制定
議案第10号 箱根町立宮城野保育園条例等の一部を改正する条例の制定
議案第11号 箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
議案第12号 箱根町景観条例の一部を改正する条例の制定
議案第13号 箱根町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定
議案第14号 箱根町火災予防条例の一部を改正する条例の制定

条例改正（11件）� 可決

３ 月 定 例会（２月18日〜３月17日）
議決件数（35件）

１ 月 臨時会（１月14日）
議決件数（2件）

議案第15号 令和7年度箱根町一般会計補正予算（第6号）　補正額  4,132万4千円
　　　　　
　（歳入）	 	
　・行政財産使用料追加	 232万９千円	 ・繰越明許費※の補正
　・障がい者自立支援給付費等国庫負担金過年度分	 	 　清掃第２プラント施設維持管理事業	 2,365万円
	 760万４千円	 　消防車両整備事業	 2,842万１千円
　・住宅・建築防災力国庫補助金更正減 	 -9,004万５千円	
　・ふるさと納税寄付金追加	 １億円	
　（歳出）	 	
　・ふるさと納税促進事業追加	 4,672万円	
　・要緊急安全確認大規模建築物耐震化補助事業更正減
	 -9,066万９千円
　・国民健康保険特別会計繰出金追加	 100万円

議案第16号 令和7年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）　補正額  4,000万円
　　　　　　　　療養給付費追加・出産育児一時金追加その他

議案第17号 令和7年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第2号）　補正額  84万2千円
　　　　　　　　神奈川県町村情報システム共同事業組合負担金追加

議案第18号 令和7年度箱根町温泉特別会計補正予算（第1号）　補正額  3,000万円
　　　　　　　　温泉基金積立金追加
議案第19号 令和7年度箱根町公共下水道事業会計補正予算（第3号）　補正額  896万円
　　　　　　　　国庫補助金（歳入）追加

主な内容

補正予算（５件）� 可決

※�繰越明許費：経費の性質上又は予算成立後の事由に基づき、
その年度内に支出を終わらない見込みのあるものについて、
議会の議決を得て翌年度に限り繰り越して使用できるように
する予算をいいます。

議会だより　はこね
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議案第32号 箱根旧街道保存活用整備工事（畑宿千鳥橋上地区）
� 設計内容変更  612万7千円追加
議案第33号 箱根関所復元施設再整備工事
� 設計内容変更  770万円追加

工事請負事業設計変更（２件）� 可決

議案第35号 令和7年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）　補正額  126万2千円
　　　　　　　　高額医療費追加 126万2千円

議案第36号 令和7年度箱根町水道事業会計補正予算（第2号）　補正額  150万円
　　　　　　　　手当等　150万円

議案第37号 令和7年度箱根町公共下水道事業会計補正予算（第4号）
　　　　　　　　継続費の補正

議案第38号 箱根町指定金融機関の指定について
　　　　　　　　今後の指定銀行を横浜銀行・さがみ信用金庫の2金融機関の輪番制とする

追加提出議案（４件）� 可決

議案第34号 総合計画・都市計画マスタープラン審査特別委員会の設置に関する決議　
　　　　　　　「次期総合計画及び次期都市計画マスタープラン」の策定について、議会も積極的に関わる別委員会を設置した。

議会議事案件（１件）�

第20号～第31号　令和８年度箱根町一般会計予算及びその他11会計予算
新年度予算（12件）� 可決 （予算質疑８～ 10ページ）

議員別議案賛否一覧
　議案採決表は賛否が分かれた議案のみ掲載をしています。そのほかの議案採決はすべて全員賛成で議
決されました。

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
建
吾

鈴
木
美
貴

丸
子
英
人

勝
俣
陽
二

川
口
延
明

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

折
橋
尚
道

勝
俣
泰
彦

沖
津
弘
幸

村
野
由
紀
子

6 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

7 箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

9 箱根町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

11 箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

15 令和7年度箱根町一般会計補正予算（第6号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

16 令和7年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

20 令和8年度箱根町一般会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

21 令和8年度箱根町国民健康保険特別会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

22 令和8年度箱根町後期高齢者医療特別会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

23 令和8年度箱根町介護保険特別会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。

議案の詳細等に
つきましては、
こちらを
ご覧ください

【３月定例会】

【１月臨時会】

議会だより　はこね
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Q　町営住宅の中には、入居者が風呂釜
を設置する場合があるが、町負担で設置する考えは
ないか。

A　入浴は心身を健康に保つために必要な生活行動であ
ると考え、町負担による風呂釜の設置について、今
後の検討課題の一つとしていきたい。

Q　部屋を退去しないまま行方知れずになっていたり、
亡くなった後の退去手続きができていない部屋があ
ると聞いているが、手続きを踏み新しい入居者を募
るべきではないか。

A　連帯保証人などと連絡取れず対応に苦慮している。
他市町村の事例等を調査研究していきたい。

町営住宅の風呂釜設置は
� 町負担で

（町営住宅整備事業）
山田　和江  議員

Q　地域観光行事助成事業の対象となっ
ている具体的な行事と「湯本夢夏祭り」が対象とな
らない理由について。

A　令和８年度は町内１２の行事に助成しており、地域
を代表するような、主に夏に実施されるお祭りで、各
地域への誘客の促進と町全体の活性化に繋がってい
る観光行事と考え、「夢夏祭り」は地域の子供たちの
ために始まり、周知についても、実行委員会の希望で、
湯本地域のみとしており、地域のお祭りと捉えている。

Q　観光行事となる必要条件は。
A　明確に定めた基準はないが、経済効果を意識し、観
光客の誘客を目的としたものと捉えている。

地域観光行事助成事業の
� 補助対象行事とは

鈴木　美貴  議員

Q　令和８年度において、箱根湿生花園
費として歳出総額1億６,１３８万円のうち、人件費とし
て１億２２８万９,０００円を計上しての運営となるが、そ
の責任をどう感じているのか伺う。

A　周辺に美術館等の集客施設が増えたことで箱根湿
生花園単独で観光客を招き入れ、地域の賑わいを創
出する役割を果たすことが相対的に難しくなってい
る状況だが、今後については周辺の施設と連携しな
がら、集客の強化につながるような企画やイベント、
世代を問わず訪れてみたいと思わせるような展示内
容の充実に力を入れて、地域活性化の一助につなげ
ていく。

歳出総額1億６,１３８万円、
� 予算計上しての責任は

（箱根湿生花園費）
勝俣　陽二  議員

Q　高齢者バス回数券購入費助成事業
は運転免許返納者が増加していく中、外出支援およ
び健康増進、介護予防の観点からも大変有効である。
バスの運賃が改定されている中、今後、助成率を引
き上げる事を検討していただけないか。

A　箱根登山バス㈱が実施していた「ハーフ６５」を令和
２年１１月に終了したことによる代替として町が創設
した事業であり、当初２５％の補助率で開始した。令
和５年度からは補助率を３５％に引き上げ、利用者の
負担軽減や利便性の向上に努めてきており、現時点
では、これ以上、助成率を引き上げる予定はない。

高齢者サポート事業
扶助費の現状について

勝俣　建吾  議員

Q　仙石原小学校に対し耐力度調査の予
算が計上されているが内容を伺う。

A　建物の構造耐力、経年による耐力機能低下、立地条
件の３項目を老朽化の観点から総合的に評価する調
査で、これは建替えや改修に伴う国費補助の要件と
なっている。

Q　建替え及び改修事業の実施に際しては利用者である
地域住民の意見を広く集める事が肝要だが、調査結
果が出る時期はいつか。

A　調査対象が４棟あり築年数もそれぞれ異なる事情は
あるが、調査結果は令和８年９月までに取りまとめ、
基本・実施設計に繋げていきたい。

仙石原小学校の老朽化について
（学校長寿命化事業）

丸子　英人  議員

令和８年度予算を審議令和８年度予算を審議
３月議会の主な質疑応答３月議会の主な質疑応答
　３月議会（２月１８日～３月１７日）で
は令和８年度の予算質疑が行われ、災害
対応、子育て支援、観光支援政策など、
現在箱根町が抱える様々な行政課題につ
いて、各議員から活発な質疑がされた。

質疑内容がスマホで
見れます

詳しくはこちら

議会だより　はこね
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Q　来館者の減少や施設の老朽化、維持
管理に莫大な経費のかかる施設の運営について。民
間事業者に森のふれあい館を業務委託したらいかが
か？併せて、地元自治会や観光協会と一層緊密に連
携を図っていただきたい。

A　令和８年度は760万円を計上し、今後の持続可能な
施設運営を図る為、民間事業者の持つノウハウや企
画力で森のふれあい館の活用を図る。事業者にコン
サルタント料を支払い、プロポーザルを行い民間事
業者を参入させ単なる施設運営の見直しにとどまら
ず、箱根地域周辺の活性化および観光振興への波及
効果を見据えた取り組みを行う。今後は地元の自治
会や観光協会と連携を図り、地域の皆様のご理解と
ご協力を賜りながら事業を進めていく。

森のふれあい館等利活用事業

山田　成宣  議員

Q　（仮称）温泉地域診療所建設事業の
開院までの道筋は。

A　秋の開業を目指して、工事は順調に進んでいる。医
師は、柏

かしわ

崎
ざき

暁
さとし

氏、年齢は現在60歳。現在、横浜市「独
立行政法人地域医療推進機構　横浜中央病院」に勤
務しており、外科を専門として医療に従事している。
開業後は内科を中心に外科も含めた総合的な医療を
行う予定である。秋の開院にあたって、医師も町民
に広く知ってもらう機会を設けたいという考えを持っ
ており、内覧会のようなものを実施したいと聞いて
いる。

（仮称）温泉地域診療所建設事業

折橋　尚道  議員

Q　事業化に向けた検討について。
A　民間事業者を公募するための貸付条件や事業手法
等の前提条件について、個別ヒアリングや他団体の
事例等を整理し夏頃に公募資料の公表を行い、令和
９年１月以降に審査を経て、優先交渉権者を決定し、
令和８年度中に契約締結のスケジュールとなってい
る。

Q　今回の事業化にあたり町で広く地域住民の声を傾け
進めているが、今後の考えについて。

A　協議会は事業者選定委員会に関わっていただき、公
募条件がまとまった段階で説明会を開催し、協議会
の意見書を尊重し地域と観光客に望ましい場所とな
るように事業を進める。

湯本地区公共施設利活用事業に
ついて

沖津　弘幸  議員

Q　宮城野園地の桜の木、樹木診断業務
委託を行う予定は？

A　宮城野園地内の桜並木は、老木が目立つようになっ
てきたことから、今後の保全を計画的に進める必要
がある。そこで、樹木医による基礎調査を2ヵ年で
実施し、桜の正確な本数や状態を判定するとともに、
今後の保全に向けた基礎資料を作成していく。

Q　基礎調査終了後の流れは？
A　その結果を踏まえて、対応する木を抽出、外観診断
を行い今後の桜並木の保全に向けた、具体的な対応
策を検討し進める。

公園整備事業

稲葉　親太郎  議員

Q　最近、帯状疱疹の予防接種推奨を聞
くようになった。原因は何から始まったのか。大方
の医療者がコロナ禍以降増えているとも言っており、
特に後遺症に気をつけるため予防接種を推奨してい
るようであるが、町の取り組みは。

A　帯状疱疹については、５０代から発症リスクが高まり、
70代にピークを迎え、８０代までに３人に１人が発症
するとされている。ワクチン接種が高い予防効果を
持つことから、令和５年からワクチン接種を推進し
ている。通常は接種をすることで後遺症（個人差が
あるが重症化する場合もある）が軽減され、通常生
活の質の低下を免れることもできる。

帯状疱疹ワクチン接種事業

川口　延明  議員

Q　主な事業概要は？
A　防災備蓄品・資機材等の整備保管、訓練や研修等を
通じた防災力の強化、防災行政無線の修繕などを行
う。主な予算額は、防災備蓄品・資機材等の整備保
管等２６５万６千円、防災倉庫新設１,１７９万５千円、防
災訓練用消耗品他１２８万９千円、防災行政無線修繕料
他５２万５千円など、事業費合計１,９６１万９千円計上。

Q　土のうステーションの運用方法は。
A　町内３５箇所に設置、令和８年度は使用実績を基に
４００袋計上、１箇所につき５０袋を準備し、補充は年２
回を予定。被害が予想される場合は、皆さんが持ち
出し災害に備えていただくが、高齢の方など持ち運
べない場合は、自治会等の共助により活用いただき
たい。

地震等災害対策事業

勝俣　泰彦  議員

議会だより　はこね
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　一般会計は、「景観町づくり事業」において、当町での開発に多くの町民の声が反映され届け出基
準の見直しが予定されていることは評価したい。しかし、26年度予算には事業者や町民から重い負
担との声がある固定資産税の超過課税に加え、１３０人の８０歳への敬老祝い金（６５万円）の廃止や、「森
のふれあい館」の民間委託が計画されている。すでに「箱根湿生花園」の指定管理者制度が破綻した
教訓が何も生かされず、税金で作ったものを、老朽化したから、収益が上がらないからと、簡単にコ
ンサルに任せ、民間委託にすることは到底認めることはできない。国保会計は、保険料に上乗せされ
て「子ども子育て支援納付金」が徴収され負担増となること。後期高齢者医療会計は、保険料の値上
げと国保同様に「こども子育て支援納付金」が徴収されること。介護保険会計は２６年度のみ、特例
で昨年の給与所得控除を反映しない保険料となることは認められない。

日本共産党 反 対反 対

私たちは予算案をこのような理由で賛成／反対しました討　論

　令和8年度予算編成は前年に続き、当町が柱としている第6次総合計画後期基本計画に沿った予算
の編成がされており、目標に沿った予算組である。
　しかし、現在の大きな課題として湯本駅付近の交通渋滞や働き手の不足による民間の営業収益の伸
び悩みがある。これらは総力を挙げて解決してほしい。
　町税収入は増収を見込んでいるが、町営の箱根関所や湿生花園の大型観光施設が対前年の予算に対
して減額で予算編成を行っていることは、考えさせられる点である。
　関所が対前年予算より1,100万円少ない9,700万円の予算、湿生花園が430万円少ない3,200万円の
予算であるので、稼げる体制をしっかりと組み、基本の誘客営業に努めるように願いたい。そして民
間が目標とするような事業所それぞれの収支で採算が図れるように指導をしてほしい。
　今年度は新規の事業で「地域福祉計画等策定事業」、「小学校教育設備整備事業」、「町道湯２号線道
路改良整備事業」、「物価高対策省エネ設備等更新促進事業」、「食品ロス対策推進事業」、「ＨＯＴ２１観
光プラン策定事業」が計上されているが、それぞれ高い成果が出るように取り組んでいただくように
願う。

緑風クラブ 賛 成賛 成

　国際観光地箱根にあっては、基幹産業の観光業は回復基調にあるが、今後は他の観光地との激しい
競争が予想され、交通渋滞や人手不足といった町を取り巻く問題は深刻さを増していることから、社
会経済情勢の先行きが不透明な中でも、直面する課題に対応することが求められている。
　令和４年度からスタートした第６次総合計画後期基本計画が最終年度となり、これまでの総仕上げ
と並行して取り組みの検証を行い、次期計画に町の将来像を描く重要な一年である。
　財源不足の拡大が見込まれる状況にあって、持続可能な行財政運営を行うためには、中長期的な視
点でサービスの充実や維持と負担のバランスを考え、各種取り組みを推進していく必要がある。
　令和８年度は町制施行７０周年という節目の年でもあるが、暮らしと観光の好循環を実現し、先人
から受け継いだこの箱根町をさらに発展させ、未来に繋げていくためにも、職員一人ひとりが創造力
を発揮し、より一層の未来志向で取り組んでいくことを要望する。

至 誠 会 賛 成賛 成

※掲載は討論順です。

議会だより　はこね
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教育福祉環境常任委員会　委員長　川口延明
令和7年12月定例会で付託案件となった「箱根町廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等」に関する条例の一
部を改正する条例の制定については教育福祉環境と総務企画観光の両常任委員会合同で審査し、1月22日、2月
6日、3月3日に会議を行い、また町民からなる関係4団体とも2月5日に率直な意見交換を実施しました。本
議案は町長諮問の廃棄物減量等推進審議会（7名の委員｛学識経験者3名、町民1名、関係団体代表者3名｝で
構成）が5回の会議を経て、実施時期の答申をしたものでありますが、
委員からは、
①事業者の意向にもう少し配慮する必要があるのではないか。
②小規模の事業者のごみ処理について不公平感が存在しているのではないか。
③本条例施行のタイミングなどについて、
さらに委員会として幅広く意見を求め慎重に審査をする必要があると思われることから、採決の結果、全会一
致により継続審査とすることに決定いたしました。

教育福祉環境常任委員会　中間報告2
6

意見交換会の風景 委員会協議の模様

委 員 会 ・ 議 会 活 動 報 告委 員 会 ・ 議 会 活 動 報 告

熱海・箱根・湯河原広域行政推進協議会観光展

JR横浜駅で熱海・箱根・湯河原広域行政推進協議
会観光展が6年ぶりに開催され、村野議長、稲葉副議
長、広域行政調査特別委員会委員長の沖津議員が参加
しました。
当日は、誘客促進のために各市町の議員と職員が観
光パンフレットの配布や観光案内などを行い、宿泊券
や施設の招待券、各市町の物産品などが当たる抽選会
を実施しました。� （沖津弘幸）

1
9

横浜駅コンコース

横浜駅　観光展ブース前

議会だより　はこね
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観光振興議員連盟視察

観光地はフードロスに関する課題を抱えています。
箱根町も食品ロスに関する新たな取り組みとして、旅
館・ホテルから廃棄処分されるフードロス対策に関す
る実証実験が、箱根DMOと協力を得ているホテル旅
館との間で実施されました。排出された食品廃棄物の
受け入れ先は、相模原市にある株式会社日本フード
エコロジーセンターで、この会社は「『食品ロス』に、
新たな価値を。」として関東近県のスーパーなどの食
品関連事業者と提携して集められた食品廃棄物を加工
して、養豚農家に飼料として供給し、今ではブランド
肉「優とん」として販売されています。�（折橋尚道）

1
23

箱根町議会・小田原市議会　議員間交流事業（研修会）

箱根町議会と小田原市議会との議員間交流事業を実
施いたしました。
「箱根町及び小田原市におけるごみ処理の諸課題に
ついて」をテーマとし、箱根町環境整備部環境課と小
田原市環境部環境政策課の職員を招き、研修会を行い
ました。� （稲葉親太郎）

2
6

議会だより　はこね
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議 員 活 動 報 告
皆さんの日常的な活動に参加し、報告していきます。情報をお待ちしています！

おだわらRフェス　おだわらRフェス　20262026
「誰もが安心して暮らせるまちを、共に育

てる」をテーマに9回目を迎え、多分野の専門職な
どが、つながる地域共創イベントとして、2市8町
から首長や議員も参加し、メインアリーナ・サブア
リーナや芝生エリアでは、様々なイベントやキッチ
ンカーも出店し賑わっていました。� （鈴木美貴）

2
21芦ノ湖釣り解禁芦ノ湖釣り解禁

毎年恒例の芦ノ湖の解禁日。近年稀に見
る天候に恵まれ大勢の釣り人で大賑わい。特に昨年
より芦ノ湖の名産、ワカサギの豊漁によりそれをエ
サとするサクラマスが近年では珍しくお目にかかれ
るようです。是非皆さんも、チャレンジしてみてく
ださい。� （山田成宣）

3
1

仙石原地域整備協議会仙石原地域整備協議会
仙石原地域の開発計画や課題、また新たな

まちづくりに向けた挑戦的な取組を協議・推進する
ため、ひと月に２回の頻度で精力的に開催されてい
ます。今回は総会が行われ、地域への想いを共有す
ると共に参加者がそれぞれ得意な分野で活躍できる
ための組織改編について協議しました。�（丸子英人）

3
16

スマートごみ箱設置に伴うスマートごみ箱設置に伴う
お披露目式お披露目式

観光地で話題のスマートごみ箱が箱根園地に第1
号として設置されました。特徴としてスマートごみ
箱は、ごみが一定量たまると自動で圧縮するほか、
クラウド上でごみの量を確認できるようになってい
ます。このごみ箱は「（株）小田急箱根」から寄贈
され従来よりも約5倍のごみを収容できます。町と
しては「ごみ対策は大変重要な課題」であり美化に
一役買ってくれると期待しています。�（川口延明）

3
24

宮城野桜ライト宮城野桜ライト
アップ準備作業アップ準備作業
春の訪れを彩る桜の
開花にあわせ、宮城野
木賀観光協会主催（早
川堤ソメイヨシノ及び
国道138号線枝垂れ桜）
のライトアップ準備作
業を、地元有志の協力
の下、３月２１日、２８日
の２日間準備作業を行
いました。
� （稲葉親太郎）

3
21・28

議会だより　はこね
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おだわらおだわら
ゼロカーボンゼロカーボン
セミナーセミナー

「食品ロスと地球温暖化」
身近な問題について、一緒
に考えてみませんか？と
題して、箱根町でも実証実
験を行った、（株）日本フー
ドエコロジーセンター及
びさがみはらバイオガスパワー（株）　代表取締役　
髙橋氏から、スーパーや食品工場で余った食材を飼
料にし養豚事業に活用する他、食品残

ざん
渣
さ
から作った

メタンを用いた再生可能エネルギー発電により、温
室効果ガスを抑制する取り組みについて、参加者か
ら多くの質問がありました。� （鈴木美貴）

多言語音声多言語音声
案内サービス案内サービス
の実証実験の実証実験

早雲山駅で３月１７～ ３０日
実証実験が実施されました。
生成ＡＩを活用し、観光
情報や施設案内等を分かり
やすくタイムリーに提供で
きるようにプログラムされ
ていました。
訪日外国人観光客をはじ
め多くの旅行者が楽しそう
に利用していました。� （勝俣建吾）

環境センター改修工事環境センター改修工事
改修中の環境センター、そびえていた煙突

がなくなって、工事が順調に進んでいることが分り
ます。建物の裏には、ごみを圧縮してトラックに積
み込む機械がフル稼働して、毎日9回湯河原美化セ
ンターに搬送しています。町のごみ処理事業に支障
をきたさないように工夫しながら、２月完了を目指
して着実に工事進行中。� （折橋尚道）

4
9

仙石原すすき草原山焼き仙石原すすき草原山焼き
延期となっていた「山焼き」がようやく

実施されました。前日の雨の影響もあり、火入れが
厳しい状況にありましたが、燃えだすとその熱さと
ともに、炎の迫力に圧倒されました。この「山焼き」
により、今年の秋の「すすき」も楽しみです。
� （勝俣陽二）

4
8

箱根湿生花園　世界の雪割草展箱根湿生花園　世界の雪割草展
３月２０ ～ ２７日「世界の雪割草展」が開催

され、植物研究家の大野好弘さんから世界中に分布
する雪割草の説明がありました。
特に２００株の雪割草と山野草による自生地再現ディ
スプレイは素晴らしかったです。今月発表されたば
かりの新種が世界で初めて展示されていました。
� （勝俣建吾）

3
26

3
24

仙石原湯立神楽奉納（伝承仙石原湯立神楽奉納（伝承225500年記念）年記念）
箱根仙石原神楽保存会の皆さんにより、

伝承250年を記念し、湯立神楽が仙石原諏訪神社で
奉納されました。
会場は地域の方々や多くの外国人観光客他で賑わ
い、舞終盤の「湯立の行」では、獅子が笹の葉で煮
えたぎった釜の湯を掻きまわした湯を振りかけても
らい、盛り上がっていました。� （勝俣泰彦）

3
27

3
26

議会だより　はこね
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6月定例会開催日（予定）

議 長 フ ォ ト レ ポ ー ト

議会報告会を開催します
次のとおり実施しますので、皆様のご参加をお待ちしております。
日　時　６月24日（水）　18時

場　所　�総合保健福祉センター　さくら館�
２階 会議室

内　容　令和８年度予算審議等

※�６月2日開催の議会運営委員会において決定いたしますので、
変更となる場合があります。

　�詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただく
か、町議会ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

６月10日、16日、19日本 会 議

どなたでもどなたでも
ご参加ご参加

いただけます。いただけます。

1
16金

2
25水

3
24火

箱根町老人クラブ連合会
新年会

第３３回やまなみ芸能大会 スマートごみ箱の
寄贈に伴うお披露目式

神奈川県町村議会議長会主催　神奈川県町村議会議長会主催　
議長・副議長・事務局長合同研修会議長・副議長・事務局長合同研修会

令和７年度神奈川県町村議会議長会議長・副議長・事務局長研修会が
神奈川自治会館にて開催されました。当町から、村野議長と稲葉副議長、
石川事務局長が出席いたしました。
当日、神奈川県下１３町１村の計１４町村の正副議長並びに事務局長４１名
が出席される中、冒頭に本年議長会会長を務める村野議長があいさつを
行い、続いて本日の講師であります中央大学名誉教授の佐々木信夫氏に
よる「地方創生、議会はどうする『議会改革、議会はどう変わるか』」の
講演を聞きました。今後も箱根町における２元代表制の議会において、
町民に開かれた議会を目指し、大義的には町民福祉の向上につながるよ
う議会活動に取り組んでまいります。� （稲葉親太郎）

1
28

議会だより　はこね
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昨年の夏以降でしょうか？ 降雨量が少なく、 芦ノ湖も平常時より昨年の夏以降でしょうか？ 降雨量が少なく、 芦ノ湖も平常時より
1メートル強の減水となっていました。 3月に入り多少の降雨があった1メートル強の減水となっていました。 3月に入り多少の降雨があった
ものの水位を平常時に戻す状況にはないため、 水位観測地点の見学を行いました。ものの水位を平常時に戻す状況にはないため、 水位観測地点の見学を行いました。

芦ノ湖の水位は725メートルと言われており水位計測は深良用水のコンクリート擁壁先端の722.7メートルを計測基点芦ノ湖の水位は725メートルと言われており水位計測は深良用水のコンクリート擁壁先端の722.7メートルを計測基点
としています。 芦の湖湖尻水門操作規則の第3条によると芦の湖（龍宮殿下）に取付けた水位計（標高722.7メートルとしています。 芦の湖湖尻水門操作規則の第3条によると芦の湖（龍宮殿下）に取付けた水位計（標高722.7メートル
を水位0.0メートルとする。）により測定するものとなっており、 その基点に2.3㍍の水位を保つことで725メートルとされておりまを水位0.0メートルとする。）により測定するものとなっており、 その基点に2.3㍍の水位を保つことで725メートルとされておりま
す。 今回は芦ノ湖の水位が少なかったこともあり、 普段は湖底に沈む「神代杉」も見ることができました。 �す。 今回は芦ノ湖の水位が少なかったこともあり、 普段は湖底に沈む「神代杉」も見ることができました。 �(川口延明）(川口延明）

芦ノ湖

令和 2年平常水位時の水位計測機器令和 2年平常水位時の水位計測機器

手前側は明治43年建造の水門手前側は明治43年建造の水門
奥側は昭和 62年建造水門奥側は昭和 62年建造水門

減水により水中から露出した「神代杉」減水により水中から露出した「神代杉」

令和 8年水位減少時の水位計測機器令和 8年水位減少時の水位計測機器

令和 8年時点の水門令和 8年時点の水門

芦ノ湖東岸のナラ枯れ被害の「ミズナラの木」芦ノ湖東岸のナラ枯れ被害の「ミズナラの木」

令和 2年平常水位時の令和 2年平常水位時の
「深良用水」水取入れ口「深良用水」水取入れ口

広報広聴委員会
委 員 長
　鈴木　美貴
副委員長
　折橋　尚道
委 員
　丸子　英人　稲葉　親太郎
　川口　延明

桜も終わり、新緑の美しい季節となります。自然
は当たり前のように毎年繰り返していますが、それ
でも昨年とは違った様子を見せてくれます。
私たちの紙面作りでは、議会の審議内容を掲載し
ているだけでは、堅苦しい紙面となってしまうので、
割り振りを工夫して、議員活動の日常を紹介できる
ように心がけています。� （折橋尚道）

編  集  後  記

令和 8年低水位時の令和 8年低水位時の
「深良用水」水取入れ口「深良用水」水取入れ口
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